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[研究概要]

赤外線での宇宙観測は、透過力、低温物質への感度から、
現代の宇宙研究には欠かせない。しかしながら、望遠鏡・観
測装置を極低温に冷やす必要がある困難さから、その進展
は技術開発に依存している。赤外線観測装置の開発からは
じめ、気球望遠鏡、人工衛星を駆使して、大質量星形成領域
の成り立ち、宇宙における星形成銀河の役割の理解、超大
質量ブラックホールの形成・進化を明らかにしようとしている。
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インド気球実験の打ち上げ風景

インド
1m 気球望遠鏡
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「あかり」赤外線衛星で分光観測した
120億年前の超大質量ブラックホール
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